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１ 「総合評価落札方式」とは 

 ・総合評価落札方式は、通常の入札制度である価格競争に加え、技術提案、企業の

技術力や市の施策への協力状況なども総合的に評価して、落札者を決定する制度 

・ダンピング防止に有効で、公共工事の品質確保に繋がる。 

・平成 17 年 4 月施行の「公共工事の品質確保の促進に関する法律（品確法）」を受

け、国は同年９月にガイドラインを整備した。 

通常の入札               総合評価落札方式 

２ 本市の運用状況 

・平成 18 年度から原則 1億円以上の工事について適用開始 

・平成 30 年 4 月、下記のとおり制度を改定 

① 国の通知に基づき、適切なダンピング対策の実施 

② 入札機会を広く提供する観点から、工事の予定価格に拘わらず、個々の工事

の難易度や特性に応じ総合評価適用の審議を行う「選定委員会制度」の導入 

・過去 4年間の適用工事件数は、下表のとおり 

平成29年度 平成 30年度 令和元年度 令和2年度

総合評価適用工事 83件 48件 44件 52件 

【参考】1億円以上の工事 96件 １２４件 １２４件 ９４件 

令 和 ３年 ３月 ２４日 

建設建築委員会資料 
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３ 総合評価の効果 

・工事成績点が工事全体の平均点と比べ、4～7ポイント高く安定しており、地元建

設業者の技術力向上と工事の品質確保に寄与している。 

・通常の競争入札で実績を積んだ後、より高い技術力を必要とする総合評価工事を

新たに受注する業者が出てきており、地元建設業の意欲向上につながっている。 

   ※工事成績とは：本市発注工事の施工体制、工程や品質の管理、出来ばえなどを監督員、工事担当係長 

及び検査員が採点したもの。100 点満点で、65点が基準点、60 点未満で指名停止。 

４ 地元建設業界の意見 

・｢技術力や安全意識の向上に役立っている｣｢入札額での失格がなく安心できる｣

｢現制度に合せ企業努力を重ねている｣などの意見があり、一定の評価を得ている。 

 ・「１億円以上の一般競争入札の案件が増えてよかった」｢総合評価の適用件数を増

やして欲しい｣｢配点を変えたらどうか｣といった様々な観点からの意見もある。 

５ まとめ 

現行制度を当面維持しながら、「総合評価適用工事の発注状況」「地元建設業界

や関係者の意見」「市施策や社会情勢」などを総合的に勘案のうえ、総合評価制度

の適切な運用に努めていく。 

≪令和 3年度の軽微な変更点（別添参考資料参照）≫ ※R3.4.1 適用開始予定 

⑪ 技術者の新規資格取得 

・対象期間の延長（1年→ 2 年） 

・対象資格の拡大（2級資格も加点対象に追加） 

㉕ ＩＣＴ活用・週休 2日工事の実績の追加 

㉖ その他北九州市の施策への協力の追加 

・自治会活動応募事業者表彰の実績

・健康づくり活動表彰の実績

・ＳＤＧｓの取組み※   
※詳細が定まり次第追加予定

平 成 27 年 度 平 成 28 年 度 平 成 29 年 度 平 成 30 年 度 令和元年度

工事全体 73.5 73.9 74.2 74.4 73.8 

総合評価適用 78.5 79.4 78.5 80.9 80.6 

工事成績平均点 
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評 価 区 分 評 価 項 目 
必須：○

選択：△
配点 

技
術
提
案

の
評
価

施工計画 
① 施工計画に関する所見 
※ 工事特性により、設問数を増減することが出来る。

○ 
5 

（３～10※）

技
術
力
の
評
価

企 
業 
の 
技 
術 
力

③ 過去の工事成績 ○ ２ 

④ 過去の同種工事実績 ○ １ 

⑤ ＩＳＯ９００１の認証 ○ 1 

⑥ 建設業労働災害防止協会への加入 ○ 0.5 

⑦ 安全対策優秀表彰の実績 ○ 1 

配置予定 
技術者の 
技術力

⑧ 過去の工事成績 ○ ３ 

⑨ 過去の同種工事実績 ○ ２ 

建
設
業
の
人
材
の

確
保
・
育
成

⑩ 有資格者の長期雇用 ○ 0.5 

⑪ 技術者の新規資格取得 ○ 0.5 

⑫ 若手技術者・女性技術者の配置 ○ 1.5 

⑬ 雇用の維持 ○ 1 

⑭ 新規若年者雇用 ○ ２ 

応 急 防 災 ⑮ 応急防災措置等に関する協定締結状況 ○ １ 

地 元 貢 献 

⑯ 本社・主たる営業所の所在地 ○ 1 

⑱ 資材等の調達 
【★ 市外大手企業参加の場合】 

★ 0.5 

市

の

施

策

へ

の

協

力

⑲ 障害者・難病患者の雇用状況 △ 

各 0.5 点 
上限 2点 

※最大 
４項目 
まで 
選択可

⑳ 子育て支援・男女共同参画・ 
女性活躍推進の取り組み

△ 

㉑ 協力雇用主としての雇用状況・ 
暴力団から離脱した者の雇用状況 △

㉒ 児童養護施設等の新卒者の雇用状況 △

㉓ 環境負荷軽減（ISO14001、ｴｺｱｸｼｮﾝ 21他） △

㉔ 北九州市消防団協力事業所の認定状況 △ 

㉕ ICT 活用・週休 2日工事の実績 △ 

㉖ その他北九州市の施策への協力 △ 

そ の 他 

㉗ 総合評価落札方式の受注件数 ○ 1 

㉘ 減点項目（指名停止等による減点） ○ 
-0.5×該当件数 

又は 

-1×該当件数

合  計 
26.0

（24.0～31.5）

参 考

評価項目・配点表 ※ 簡易型


